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議会改革推進委員会会議録 
 

令和７年７月14日 

 

本日の会議に付した事件 

○協議事項 

 委員長の互選について 

 

○協議事項 

副委員長の互選について 

座席の指定について 

今後の進め方について 

検討項目について 

次回の開催日程について 

 

出席委員（５名） 

委 員 長     大   川       裕   君 

副 委 員 長     鈴   木   敦   子   君 

委 員     楊       隆   子   君 

委 員     武   松       忠   君 

委 員     大   川   晋   作   君 

 

議会局職員出席者 

議 会 局 長     室   伏   正   彦 

副 局 長     髙   橋   洋   子 

議事調査担当課長     勝   又   光   一 

議 事 調 査 係 長     橋   本       昇 

議 事 調 査 係 長     星   崎   貴   之 

主       査     本   多   博   明 

主       査     李       泠    一  
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書       記     神   田   明   香 

 

午後 ２時 ０分       開会 

［議題］ 

（１）委員長の互選について 

  委員長の互選に先立ち、井上議長から、委員会を進行するにあたり、本委員会につい

ては「任意の委員会」ではあるものの、法定の委員会に準じた形（会議規則、委員会

条例等を準用する）で議事を行うことについての提案があり、これが了承された。 

次に、委員会条例第８条の規定に基づき、井上議長から出席委員中の年長委員である

鈴木委員を紹介し、鈴木委員が臨時委員長となり委員会を開会した。 

鈴木臨時委員長が委員長の互選方法について「指名推選」とすることについて諮った

ところ、全員がこれに同意した。 

次に、候補者について大川晋作委員から「大川裕委員を委員長に」との発言があり、

鈴木臨時委員長がこれを諮ったところ、全員が同意した。 

  

［議題］ 

（１）副委員長の互選について 

大川裕委員長が副委員長の互選方法について「指名推選」とすることについて諮った

ところ、全員がこれに同意した。 

次に、候補者について大川晋作委員から「鈴木委員を副委員長に」との発言があり、

大川裕委員長がこれを諮ったところ、全員が同意した。 

（２）座席の指定について 

座席の指定については、別紙のとおり決定した。 

 

○委員長【大川 裕君】       協議事項（３）今後の進め方についてを議題とい

たします。 

 ここで、進め方の協議に入る前に、今後、この議会改革推進委員会を開催していくに当

たりましての協議（６点）をさせていただきたいと思います。 

１点目が「議事における決定方法について」、２点目が「代理議員の出席について」、

３点目が「本委員会の傍聴について」、４点目が「市議会ホームページによる委員会の事
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前周知について」、５点目が「委員会議事録・映像配信の取り扱いについて」、６点目が

「委員外議員の発言について」でございます。 

初めに「議事における決定方法について」を御協議いただきたいと存じます。 

先ほど議長からお話がありましたように、本委員会は「任意の委員会」ではございま

すが、法定の委員会に準じた形（会議規則、委員会条例等を準用する）で議事を行いたい

と思います。 

しかしながら、委員会における採決（表決）では、委員長は委員として議決に加わる

ことができません。また、委員につきましても、常任委員会のように、会派の人数に応じ

て委員を選出しているものでもなく、各会派からの選出委員は「１人」となっております。 

つきましては、本委員会における「議事の決定方法」ですが、各会派からの意見を聴

取・反映させるという点を踏まえ、いわゆる「採決」ではなく、「多数決（委員長も挙手

できる）」で行いたいと思いますが、いかがでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○副委員長【鈴木敦子君】      最終的に多数決とはいえ、全会一致を目指すとい

う方向性でよろしいでしょうか。 

○委員長【大川 裕君】       ただいま副委員長から、全会一致を目指す方向で、

できるだけ協議をするということにしていただきたいということですが、これについて何

か御意見ある方いらっしゃいますか。 

○委員【武松 忠君】        基本的にその方向でいいのですけれども、ただ全

然平行線のままであれば、速やかに採決の方で決定をいただきたいと思います。 

○副委員長【鈴木敦子君】      議題によっては、例えば持ち帰りということもさ

せていただければと思うのですけれども、いかがでしょうか。 

○委員長【大川 裕君】       もちろんその場面に応じてやりますので、テイク

アウトは、持ち帰りはありますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 そのほかにございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長【大川 裕君】       それでは協議の結果議事における決定方法につき

ましては多数決で行う、できる限り全会一致を目指しますが、それについては多少の持ち

帰りとか、そういうことも考慮しながらやっていくという形でよろしいでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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○委員長【大川 裕君】       御異議ございませんので、議事における決定方法

については、そのように取り扱ってまいります。 

 次に、「代理議員の出席について」を御協議いただきたいと存じます。 

 委員会への出席ですが、当然のことながら、原則として委員に出席していただきます。 

しかしながら、委員が病欠等のやむを得ない事情により出席できない場合には、代表者会

議や議会運営委員会等において、会派からの意見を聴取し、協議する必要から、代理議員

の出席を認めております。 

 本委員会における取扱いについても、同様に認めるということでいかがでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長【大川 裕君】       協議の結果、「代理議員の出席について」は「認

める」とすることで、よろしいですか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長【大川 裕君】       御異議ございませんので、「代理議員の出席につ

いて」は、そのように取り扱ってまいります。 

 なお、代理議員が出席した場合も、会派からの意見を聴取する必要がございますことか

ら、「議事における決定の際」は、「代理議員も多数決に参加できる」との扱いとしたい

と思いますが、そのような取扱いとすることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長【大川 裕君】       御異議ございませんので、そのように決定させて

いただきます。 

 次に、「本委員会の傍聴について」を御協議いただきたいと存じます。 

 委員会の傍聴につきましては、「議会運営委員会申合せ事項」の「36 委員会の公開

（傍聴）について」におきまして、「常任委員会、議会運営委員会及び特別委員会につい

ては、傍聴希望者にこれを公開する」として規定しております。 

 本委員会は、「任意の委員会」ですが、これに準じた形で公開することでいかがでしょ

うか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長【大川 裕君】       それでは、協議の結果、本委員会の傍聴につきま

しては、今後、すべての会議において、傍聴を許可するとすることで御異議ございません

か。 
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〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長【大川 裕君】       御異議ございませんので、「本委員会の傍聴につ

いて」は、そのように取り扱ってまいります。 

 次に、「市議会ホームページによる委員会の事前周知について」を御協議いただきたい

と存じます。 

 現状、常任委員会と特別委員会につきましては、会議の日程や議題が決定しますと、市

議会ホームページに掲載し、市民等に周知しておりますが、本委員会の取扱いにつきまし

ても、同様に周知することでいかがでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長【大川 裕君】       協議の結果、市議会ホームページによる委員会の

事前周知については、「今後、すべての会議において、周知する」ということでよろしい

でしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長【大川 裕君】       御異議ございませんので、「市議会ホームページ

による委員会の事前周知について」は、そのように取り扱ってまいります。 

 次に、「委員会議事録・映像配信の取り扱いについて」を御協議いただきたいと思いま

す。 

現在、常任委員会の議事録については、全文記録で作成しており、会議資料も含め市

議会ホームページで公開しています。また、委員会映像については、議会関係例規集の

「委員会映像配信の実施について」において、「４ 映像配信をする委員会」として、そ

の対象を「法定の委員会のほか、議長が映像配信を必要と認める委員会」とするとともに、

「映像配信の種類」としては、「ライブ映像及び録画映像配信とする」との規定を踏まえ、

常任委員会についてはYouTube（ユーチューブ）による映像配信を行っています。 

 また、「録画映像の配信期間」については、「委員会終了時から議事録がホームページ

に公開されるまで」とされております。 

 つきましては、相互に関連してきますが、「市議会ホームページにおける委員会議事録

の掲載の取り扱い」と「委員会の映像配信の取り扱い」について、御協議いただきたいと

存じます。 

 なお、前回の議会改革検討委員会につきましては、全文記録で議事録を作成しており、

会議資料も含め市議会ホームページで公開しています。また、委員会の映像配信につきま
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しては、ライブ配信を行うとともに録画映像配信を議事録が公開されるまで行っておりま

すが、今回も同様に行うことでいかがでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長【大川 裕君】       それでは、まず、市議会ホームページでの議事録

掲載については、「掲載する」とし、映像配信（YouTube）については、配信する（ライ

ブ配信と録画映像配信）、配信期間は、その会議の議事録が公開されるまでの間とするこ

とで、よろしいですか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長【大川 裕君】       御異議ございませんので、「委員会議事録・映像

配信の取り扱いについて」は、そのように取り扱ってまいりたいと思います。 

 なお、委員会の映像配信については、「議長が映像配信を必要と認める委員会」につい

て、これが許可されるものですが、議長、本委員会について映像配信をしてよろしいです

か。 

○議長【井上昌彦君】        はい、結構です。 

○委員長【大川 裕君】       それでは、そのようにさせていただきます。 

 次に、「委員外議員の発言について」を御協議いただきたいと存じます。 

 会派選出の委員により構成される「議会運営委員会」や「議会広報広聴常任委員会」に

おいては、近年、会派に所属していない議員が、委員外議員として発言を求めるケースが

あります。この場合の「委員外議員の発言の取扱い」については、その都度、委員外議員

に発言趣旨を確認した上で、その発言可否をお諮りしているところですが、本委員会の取

扱いにつきましても同様に行うことでいかがでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長【大川 裕君】       協議の結果、「委員外議員の発言について」は、

その都度、発言趣旨を確認した上で、委員の多数決で可否を決定するとすることで、よろ

しいですか。 

○副委員長【鈴木敦子君】      テーマが議会改革ですので、なるべく全議員の意

見を聞くべきと思いますので、できれば皆さん協力して発言ができるように、多数決では

ありますけれども、配慮していただければと思います。 

○委員長【大川 裕君】       副委員長から、そういったお話がございました。

よろしいですか。意見ということですね。 
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 それでは、その都度、発言趣旨を確認した上で、委員の多数決で可否を決定するという

ことで、よろしいでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長【大川 裕君】       御異議ございませんので、「委員外議員の発言に

ついて」は、そのように取り扱ってまいります。 

 それではここで、配信処理を行ってください。 

〔映像配信処理〕 

○委員長【大川 裕君】       それでは、本日開会しております議会改革推進委

員会でございますが、本委員会は「任意の委員会」ではありますが、先ほど、「会議の傍

聴」とともに「映像配信」の取り扱いについて御協議いただいたところ、「映像配信を行

う」ということで決定をいただきましたので、映像配信を開始いたします。 

〔映像配信開始〕 

○委員長【大川 裕君】       それでは、改めて、協議事項（３）今後の進め方

についてを議題といたします。 

 今後、本委員会を進めていくに当たり、まずは、議長から、本委員会への諮問事項及び

本委員会の活動の考え方について、御説明いただきたいと存じます。 

○議長【井上昌彦君】        それでは、私から、「本委員会への諮問事項」及

び「委員会の活動の考え方」について述べさせていただきます。 

 まず、本委員会への諮問事項について御説明いたしますので、お手元の資料１を御覧く

ださい。 

資料１は、私から議会改革推進委員長宛ての諮問の文書でございまして、議会基本条

例における「議会の活動原則」に則り、本市議会における「政策の立案及び提言の強化」、

「公正で市民に開かれた議会」、「市民参加の機会の拡充」、「行政監視機能の強化」、

及び「市民に分かりやすい議会」を確立していくに当たり、本市議会の諸課題について、

広範かつ詳細な調査検討を行っていただくため、諮問いたしました。 

諮問事項は資料記載のとおり私からの提案案件３項目のほか、その他議会改革に関す

ることとして、別紙とさせていただきました。 

ここで、資料１の別紙を御覧ください。 

こちらは、冒頭に、諮問事項を「提案者」及び「案件名」で整理したものを記載する

とともに、その後のページからは、各諮問事項（全24項目）について「提案者」、「案件
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名」、「提案理由」及び「概要説明」を記載したものとなっております。 

各提案の詳細につきましては、後ほど説明をお願いしたいと思います。 

諮問事項については、以上です。 

次に、本委員会の活動の考え方についてお話させていただきます。 

お手元の資料２を御覧ください。 

先ほどの資料と内容が重複する部分もございますが、ひととおり御説明させていただ

きます。 

「１ 目的」につきましては、先ほど諮問の文書で述べさせていただいたとおりでご

ざいます。 

次に、「２ 委員」でございますが、各会派の代表者または代表者経験者にお願いい

たしました。委員構成については、お手元の名簿のとおりでございます。 

次に、「３ 設置期間」でございますが、本日、令和７年７月14日から協議終了まで

といたします。 

次に、「４ 所管事項」でございますが、広く議会の意見を取りまとめ、私、議長あ

てに答申及び提言をお願いするものでございます。具体的に申し上げますと、（１）調査

検討事項として記載してございますが、「ア 議長から諮問された事項」及び「イ その

他議会改革を推進するために必要な事項」を、本委員会の所管事項とするものです。 

次に、「５ 実効性の確保」でございますが、本委員会からの答申及び提言はできる

だけ具体的な方策をお示しいただき、各種調整を経ることにより、答申事項の原則実施に

向けて取り組んでいただきたいとするものです。 

次に、「６ 作業スケジュール」でございますが、こちらについては正副委員長と調

整した後、別途皆様にお示ししたいと考えております。 

次に、「７ 調査検討事項の委任」ですが、本委員会で実施を決定した事項の具体的

な方法等につきましては、必要に応じて各種委員会へその検討を委任することができるも

のとするものです。 

 次に、「８ 予算対応」でございますが、こちらについては調査検討事項の内容により、

新たに予算を要求する必要がある場合には、令和９年度予算要求以降に行うものとするも

のです。 

 最後に、「９ 調査検討事項の取りまとめ」ですが、最終答申を含む取りまとめ結果を

報告していただきたいと思います。ただし、速やかに実施すべきものなどにつきましては、
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必要に応じて中間答申を行っていただきたいと思います。 

 以上、「諮問事項」及び「委員会の活動の考え方」について御説明をいたしましたが、

委員の皆様には、幅広い視点から積極的に議論・調査・検討を行っていただき、本市議会

の議会改革について検討していただきたいと思っております。 

 どうぞよろしくお願い申し上げます。 

○委員長【大川 裕君】       ただいま、議長から説明がありましたが、御質問

や御意見はございますか。 

○委員【武松 忠君】        御説明の中での２ページ目の「８ 予算対応」の

ところで、令和９年度以降に予算要求というように記載されているのですけれども、この

根拠といいますか、どのようにして、そのような令和９年度以降ということになったのか

御説明いただきたいと思います。 

○議長【井上昌彦君】        令和９年度以降に予算要求というのは、実質的に

考えまして、令和７年度で検討したものを令和８年度予算に間に合わせるには、やはり９

月から12月に詳細まで決定しないといけないので、私としては令和９年以降の予算要求と

いたしました。 

 以上です。 

○委員長【大川 裕君】       御発言も尽きたと思いますので、質疑等を終わり

ます。 

 以上で、協議事項（３）今後の進め方についてを終わります。 

                                          

○委員長【大川 裕君】       次に、協議事項（４）検討項目についてを議題と

いたします。 

 はじめに、資料１別紙に基づき、議長の提案案件、次に、各会派の提案案件、最後に議

会局の提案案件について、その提案内容の説明をお願いしたいと思います。 

 なお、全ての提案説明を行った後、一括で質疑を行いますので、御承知おきください。 

 それでは、提案説明をお願いいたします。 

 初めに、議長提案、こちらは議会局から説明をお願いいたします。 

○副局長【髙橋洋子君】       それでは、私から、議長の検討項目について述べ

させていただきます。 

 資料１別紙を御覧ください。 
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 案件１の「議員定数について」は、今期の議員任期も残り１年半余りとなりましたこと

から、来期に向け、議員定数の適正数、現行の27人が適正かどうかを検討していただきた

いものでございます。 

 次に、案件２の「会派制のあり方について」は、現在、小田原市議会基本条例第６条第

２項及び第３項には、会派は「主として政策を同じくする議員で構成する」、「議会運営、

政策立案等に関し、必要に応じて会派間で調整を行い、合意形成に努めるものとする」と

あり、３人以上で会派を結成することができることとなっております。こちらの条文の内

容について改めて認識を共有するとともに、必要であれば会派人数について検討していた

だきたいと考えるものでございます。 

 次に、案件３の「小田原市議会災害対策対応規程の見直し」につきましては、災害時の

議員の役割について、議員の安全を確保するため、正副議長及び議会運営正副委員長の参

集方法、現在は、災害対策本部設置の連絡を受けた後「直ちに」市役所本庁舎に参集する

こととなっておりますが、こちらの参集方法や議員の対応及び職務などについて、小田原

市議会災害対策対応規程の見直しを行いたいとするものでございます。 

説明は、以上でございます。 

○委員【楊 隆子君】        まず、案件４の「災害発生時議員行動マニュアル

の作成」とは、議会関係例規集にも、06-09-1に、災害、市議会の災害対応規程みたいな

ものが全部載っているのですけれども、その中で、もちろん運用できるものもたくさんあ

るのですが、何というのですかね、集まるのが、現在は、議長、副議長とか、それが駄目

だったら議会運営委員会の委員長や副委員長とか、あとは、皆の安否とか、いろいろなも

のの連絡とかがあると思うのですけれども、一度、フローチャートみたいにできたり、必

要なことをまた足したり、削除したりするようなことを一度考えたほうがいいのではない

かなと。どうやって動けばいいのですかと、今の１期生の方からも聞かれることもありま

したし、一つ、フローチャートというか、行動マニュアルみたいなものができると、これ

からもいろいろ災害が起こる可能性もあるので、一度考えたらどうかなと思いまして提案

させていただきました。 

 それから、その次、案件５の「市議会ホームページの充実」ということで、いろいろよ

く掲載されているのですけれども、より見やすくて、使いやすいもの、皆さんが、御高齢

者とかいろいろな方が、スマホでも、誰でも入りやすいような、分かりやすいものとかを、

またもう一度見直して、障がい者の方とかも、誰が見ても分かるようなものを充実させて
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いけることを、また考えていったらどうかと思いまして提案させていただきました。 

○委員【武松 忠君】        案件は、案件６の「修正案（議案）に対する質疑

について」であります。提案理由としては、回数制限を３回なら３回とすべきということ

と、完全な通告制にすべきということであります。その概要としては、現行のエンドレス

状態、かつ、通告が努力義務のような形では、議員間の足の引っ張り合いになりかねない

というような懸念がございます。明確な質疑内容を示していただければ、明確な答弁が返

ってくると思われます。 

 以上です。 

○委員長【大川 裕君】       私ども会派は、案件７の「常任委員会における効

率的な質疑について」ということで、どうしても質疑が冗長になりすぎていて、要点をつ

いて質問していただければいいのですけれども、前段が長いとか、そういったことで、ど

うしても委員会が長くなってしまっているという現状は、やはり議員同士が把握をして動

かなければいけないと思っておりますので、その点について委員会のほうで少し揉んでい

ただければという形で出させていただいております。 

 また案件８の「予算特別委員会における資料請求について」は職員はやはり予算特別委

員会で資料請求をされると、それをしっかり、やはり時間外で作り上げて委員の皆さんに

渡すわけですから、それをしっかり把握した中で、何でももらえるというわけではないと

思っているわけで、それについてはやはり予算特別委員会できっちり、総括質疑で使うな

り何なりということをしなければいけないのであろうと思うのだけれども、そうではなく

て、興味本位で取っているようなところもあったりもして、少し目に余るところがあった

ので、その点についても、やはり委員会の中で揉んでいただければと思いまして提案をさ

せていただいております。 

○副委員長【鈴木敦子君】      志民の会・ミモザりっけんは５点出しました。 

 まず、案件９の「議会基本条例の検証と運用の改善」は、施行後12年が経過した議会基

本条例について第13条に規定されている定期的な見直しが行われておらず、理念と現状と

の乖離が懸念される。条例の実効性を確保するためには、客観的な検証と必要な改善を行

うべきである。早急に改善すべき項目は、議会報告会に関して、議長が必要と認めた場合

となっているために、議会報告会が近年開催されておらず、市民への説明責任が十分に果

たされていないという弊害に繋がっている。市民の議会活動への理解と参加意識を高める

ために、定期的な開催を行えるよう、条文の改正を検討したいと思います。その他明確に
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規定されていない「議員間討議」「政策立案能力の強化」「議会局の機能強化」などのテ

ーマについても検討の必要があると思われます。 

 次、案件10の「会派の構成要件の見直し」、これは議長から出ておりますけれども、現

行制度では３人以上でなければ会派を結成できず、少人数会派や無会派議員の活動機会が

制限されています。議会内の多様な意見を反映するために柔軟な制度に見直していただき

たいということです。 

 次、案件11の「『休日・夜間議会』開催の検討」、平日日中開催が基本となっています

けれども、現役世代などの傍聴や参加が困難な状況であります。多様な市民が議会に関わ

る機会を創出するため、開催の在り方を見直していただきたいということです。 

 次、案件12の「行政視察の在り方の見直し」、行政視察の成果が政策提言に十分に結び

ついていない場合もある。視察の透明性と実効性を高めて議会活動の資質向上につなげて

いきたいということです。 

 次、案件13の「議会役員の選出方法の見直し」、市民にとって議長の選出過程が極めて、

これは会派の意見でもありますけれども、不透明であります。関心の高い議会が進む方向

性も見えない。本年の５月臨時会においては、候補者がマニフェストの資料配布をするこ

とすら、それは決まりがなかったからですけれども、認められなかったので、市民に対し

て選出過程をもっとオープンにするべきではないか。特定の会派、特定の政党の議員ばか

りが、それは外側から見てもということですけれども、役職に就いていて、多くの議員の

声が議会運営に反映できているとは、なかなか難しい時点であります。議長、副議長、委

員長などの役職は、全ての市民のためにも、全議員が経験し、担わなければならない仕事

ばかりであります。議会全体で議員を育てるという概念が欠けているのではないかという

会派の意見でございます。 

 以上でございます。 

○委員【大川晋作君】        案件14からになります。 

 案件14の「政務活動費の見直し（タブレット導入による政務活動の見直し）」というこ

とで、政務活動費の見直しについては、このペーパーレス化という形の中で、政務活動費

のコピー機等の請求見直しができるのではないかと考えられるということで提案しました。 

 それと、案件15「委員外議員の発言について」なのですけれども、これも、少し同じよ

うな意見もあったかと思うのですが、委員外議員、この説明というか、ルールづくりをし

ていかなくてはいけないのではないかなということを、これから提案してまいります。 
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案件16の「無会派議員の予算、決算特別委員会への参加について」ですけれども、こ

れも今、議会のほうで、いろいろ話し合いが進んでいると思いますので、その延長線上と

いう形で考えていきたいと思います。 

 それと、案件17の「議員に対する議員の質疑について」なのですけれども、これは先ほ

ども誠和からありました案件６と、ほぼほぼ同一ですので、もしよろしければ、これは案

件６と一緒にすべきかと思います。 

 以上です。 

○委員長【大川 裕君】       それでは無会派から出ている案件18、案件19でご

ざいます。本件につきましては無会派議員である岩田議員からの提出となってございます。 

 では、書記から代読をお願いいたします。 

○書記【神田明香君】        それでは無会派の岩田議員からの提案案件につい

て代読いたします。 

 案件18を御覧ください。 

 案件18「視察費・政務活動費・歳費などの廃止・削減を優先させた定数議論」。 

提案理由、主権者の代表を削減する議員定数削減は、少数意見の排除を意味する。賛

成の政治意志を、反対の政治意志を有する者が代替することはできない。逆もしかりであ

る。従って、定数削減は人権民主主義の本質と相いれない。かかる議論が許容されるのは、

財政的見地から議会費削減をせざるを得ない場合に局限される。また定数増の場合も、そ

の財源の議論が必要である。従って視察費、政務活動費、歳費などの議会費の削減を優先

する必要があるため。 

 概要説明、国政選挙比例票などに示される本市有権者の政治意志は、多様である。代議

制民主主義においては、このような主権者間に存する異なる政治意志が、意思決定の場に

正しく代表されなければならない。自らの政治的代表の存在しない場において決定された

事柄が正当性を持つことは困難である。代表制民主主義の下で、代議機関の定数は可能な

限り多くすることがその決定の正当性を担保するために求められる。そしてこの検討のた

めにはその費用の議論が不可欠である。本市においては議会における政治的代表の数に直

結しない視察費、政務活動費などが相当額ある。これを廃止・削減しないうちに議員定数

を削減すること自体が誤りである。従って、定数を議論するためには視察費・政務活動

費・歳費などの削減を優先させるものである。 

 引き続き、案件19を御覧ください。 
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 案件19「会派制の廃止まで含んだ会派要件緩和（一人会派を認める）」。 

提案理由、主権者の政治参加（定数など）、全議員にかかわる議会改革が会派を構成

できる政治的主張の議員に局限される問題の是正のため。 

 概要説明、小学校一学級の人数に及ばない議員数において、会派制を必然とする客観

的・物理的要因はない。全員協議でも運営可能である。これに対し、会派に所属しない議

員に対する劣等処遇は、選挙によって主権者代表として信任された議員に対する制約の限

度を超えている。従ってその是正を図るため。 

 以上でございます。 

○副局長【髙橋洋子君】       それでは、私から、議会局からの検討項目につい

て述べさせていただきます。 

 案件20の「予算特別委員会の効率的な運営」につきましては、限られた時間内で効率的

に充実した審査を行うため、事前の資料提出による執行部（部局長）からの議案説明時間

の短縮、あるいは予算説明資料の充実化、個別審査における簡潔明瞭な質疑・意見等につ

いて検討していただきたいとするものでございます。 

 次に、案件21の「デジタル化の推進」につきましては、さらなるデジタル化の推進を図

り、効率性や市民への利便性を高めるため、発言通告書のデータ提出（ワード文書等）、

各種議会手続のオンライン化の検討、傍聴資料の電子データ配信などの、デジタル化の推

進について検討していただきたいとするものでございます。 

 次に、案件22の「一般質問通告の見直し」につきましては、一般質問通告の提出締切が

17時の場合、その後から発言通告書の内容確認を行い、関係部署の職員は時間外勤務とな

ることが多いため、通告の提出時間を定例会初日の17時から15時へと見直すことや、質問

順についても、通告提出の迅速化を図るため、抽選にするなど、通告順以外の決定方法を

検討していただきたいものでございます。 

 次に、案件23の「討論の見直し」につきましては、本会議当日における討論の発言順を

事前に整理し、議員に周知することで、効率的な議事運営を図るため、本会議における討

論の有無を確認するため、前日までの事前通告制とすることについて検討いただきたいも

のでございます。 

 最後に、案件24の「会議録の暫定版発行」につきましては、近年、会議が長時間にわた

る傾向にあり、会議録の校正に時間を要し、短期間での公開が困難な状況となっておりま

す。一方で、議員や職員から、直近の会議録における発言内容を確認したいとの声も度々
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聞かれることから、会議録が完成するまでの間、校正が途中であることを明示した上で、

議員と職員に対してのみ、暫定版の会議録を提示することについて検討いただきたいもの

でございます。 

説明は、以上でございます。 

○委員長【大川 裕君】       提案理由の説明が終わりました。質疑のある方は

挙手をお願いいたします。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長【大川 裕君】       質疑もございませんので、質疑を終わります。 

 以上で、提案案件の説明、それに対する質疑が終わりました。 

 なお、次回から具体的な検討に入っていきたいと思いますが、ここで、議会局に説明を

求めます。 

○書記【神田明香君】        それでは、私から御説明いたします。 

 資料３「検討項目について（案）」を御覧ください。 

表の左側、「区分」につきましては、議会基本条例における「議会の活動原則」に則

り、本市議会における「（１）公正で市民に開かれた議会」、「（２）市民参加の機会の

拡充」、「（３）行政監視機能の強化」、及び「（４）市民に分かりやすい議会」とさせ

ていただいております。なお、「政策の立案及び提言の強化」につきましては、今回記載

しておりません。 

表の「区分」の右側には、「項目」「検討項目」「№」「案件名」と記載しており、

「案件名」に、今回の提案案件24項目を記載しております。 

そのうち、案件が類似していると思われるものについては、今後同じ検討項目の中で

扱うということで、表の中央の列「検討項目」に、ある程度まとめさせていただき、提案

案件24項目を、今後16項目で進めるものとしたものでございます。 

具体的には、まず、表中一番上の段になりますが、№ 18、無会派の岩田議員からの

「視察費・政務活動費・歳費などの廃止・削減を優先させた定数議論」につきましては、

議員定数という観点から、№１、議長提案の「議員定数について」と同じ検討項目といた

しました。 

また、表中、次の段になりますが、№10、志民の会・ミモザりっけんからの「会派の

構成要件の見直し」、及び№19、無会派の岩田議員からの「会派制の廃止まで含んだ会派

要件緩和」につきましては、会派制という観点から、№２、議長提案の「会派制のあり方
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について」と同じ検討項目といたしました。 

次に、表中、下から６段目になりますが、№８、誠新からの「予算特別委員会におけ

る資料請求について」は、予算特別委員会という観点から、№20、議会局提案の「予算特

別委員会における効率的な運営」と同じ検討項目といたしました。 

次に、表中、下から４段目になりますが、№４、公明党からの「災害発生時議員行動

マニュアルの作成」につきましては、災害対応という観点から、№３、議長提案の「小田

原市議会災害対策対応規程の見直し」と同じ検討項目といたしました。 

そのほか、表中、上から３段目になりますが、維新の会・次世代おだわらからの、№

16「無会派議員の予算、決算特別委員会への参加について」、№15「委員外議員の発言に

ついて」は、無会派議員に対する対応という観点から、同じ検討項目とし、最後に、表中、

中段になりますが、№17、維新の会・次世代おだわらからの「議員に対する議員の質疑に

ついて」、№６、誠和からの「修正案（議案）に対する質疑について」、そして№７、誠

新からの「常任委員会における効率的な質疑について」を、質疑という観点から、同じ検

討項目といたしました。 

以上の結果、検討項目を16項目としたものでございます。 

 そして、次回以降の委員会から、各市の状況などの資料を提示しながら順次検討項目の

詳細協議に入っていただきたいと考えております。 

 説明は、以上でございます。 

○委員長【大川 裕君】       ただいま、議会局から説明がありました。 

 御質問や御意見はございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長【大川 裕君】       御発言もございませんので、質疑等を終わります。 

 それでは、検討項目については、議会局の説明のとおりとすることで、御異議ありませ

んか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長【大川 裕君】       御異議ございませんので、そのように取り扱って

まいります。 

 以上で、協議事項の（４）検討項目についてを終わります。 

                                           

○委員長【大川 裕君】       次に、（５）次回の開催日程についてを議題とい
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たします。 

 ここで、日程調整のため暫時休憩いたします。 

午後 ２時４２分       休憩 

 

午後 ２時４３分       再開 

○委員長【大川 裕君】       休憩前に引き続き、再開いたします。 

 それでは、次回の開催については、９月10日（水）の午前10時からといたします。 

                                           

○委員長【大川 裕君】       以上で、本日の議題については、すべて終了いた

しましたので、議会改革推進委員会を散会いたします。 

午後 ２時４４分       散会 

                                            

             臨時委員長      鈴 木 敦 子 

             議会改革推進委員長  大 川   裕 
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議会改革検討委員会提出事項（令和７年７月14日） 

１ 協議事項 

 （１）委員長の互選について 

 

１ 協議事項 

（１）副委員長の互選について 

 （２）座席の指定について 

 （３）今後の進め方について 

 （４）検討項目について 

 （５）次回の開催日程について 


